
 

   

 

Androidスマートフォン キッティング 設定自動化 

 NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 25 No. 4（Jan. 2018）  
 ― 31 ―  

©2018 NTT DOCOMO, INC. 
本誌掲載記事の無断転載を禁じます． 
 
 
 
 

＊1 Android™：米国Google, Inc.の商標または登録商標． 
＊2 Wi-FiⓇ：Wi-Fi Allianceの登録商標． 
＊3 MDM：企業などで社員に支給するスマートフォンに対して，

機能やアプリケーションなどを制御し，管理する手法． 
＊4 API：ソフトウェアが互いにやりとりするのに使用するインタ

フェースの仕様． 
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法人のお客様にAndroid™＊1スマートフォンを納
入する際，キッティングと言われる個社ごとの端末
初期設定が必要となる．例えば，画面ロックの設定
やWi-Fi®＊2の接続設定，アプリケーションの追加や
設定，ホーム画面のアプリケーション配置などがあ
る．納品時にこのキッティング作業を行うことに
よって，お客様はAndroidスマートフォンを納入後
すぐに業務利用することができる．キッティングは
法人ビジネスにおいて必須の業務となっており，お
客様満足度向上に寄与している． 
Androidスマートフォンの設定項目は多岐にわた
り，お客様のご利用方法やMDM（Mobile Device 
Management）＊3による制御項目も多様化している
ため，作業項目数は増加傾向にある．場合によって
は1台当り数時間を要し，納入全台数のキッティン
グが数カ月に及ぶ作業となることもある．作業時期
も案件次第のため不定期であり，やみくもに体制を

拡大して対応することはできない．しかも納期まで
の期間が短い場合もあり，作業時間の短縮が急務と
なっていた．また，設定ミスによる手戻りも発生す
るため，生産性を上げるためには正確性向上も必要
であった． 
そこでドコモでは，キッティング作業を自動化す

る社内用のPCツールとして，Androidキッティン
グツール（以下，AKT）を開発，導入している．
AKTを利用することにより，稼働削減，納期短縮，
正確性向上の効果が得られている． 
本稿では，AKTの開発内容について解説する． 

⑴初期のAKT 
初期のAKTはAPI（Application Programming 

Interface）＊4方式とUI Automator＊5方式という2つ
の仕組みを使い，約50の項目を自動設定できるツー
ルとした（図1）． 

図1 初期のAKT 
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＊5 UI Automator：テスト用のツールとしてGoogle社から提供され

ているプログラム． 

AKT
UI Automatorの実行

Androidスマートフォン

・APN設定
・VPN設定
・位置情報設定
・アプリ無効化設定
・画面ロック設定

イベントをシミュレート

APIで
設定できない項目

…

 
 

AKT

Androidスマートフォン

AKTアプリ
API利用

AKTアプリをインストール

・Wi-Fi設定
・Bluetooth設定
・電話帳インポート
・音量設定
・画面輝度設定

APIで
設定できる項目

…

 
 

①API方式の仕組み 
Androidスマートフォンでは，アプリケー
ションやその設定，端末設定項目に対してAPI
が準備されている．例えば，画面輝度などは，
画面設定用のAPIと連携することで他のアプリ
などから設定を変更できる（図2）．必ずしも
すべての設定項目にAPIが準備されているわけ
ではないが，利用可能なものはすべてAPIによ
る設定を実施している． 

②UI Automator方式の仕組み 
UI Automatorでは画面上の表示情報の取得，
タップ／スクロールなどのキーイベントのシ
ミュレートがコマンドで実行できる．例えば，
キーイベントのコマンドを実行することで特定
のアプリケーションのダウンロードを開始し，
ダウンロードが完了した際に表示される文字列
を解析して次の動作を実行することが可能にな

る．APIで実行できないキッティング項目につ
いてはUI Automatorを利用している（図3）． 

③初期AKTの課題 
初期のAKTは設定できる項目が限定的だっ

たため，実際の案件で必要なキッティング内容
を網羅できないことが多くあった．また，キッ
ティング内容によって適用範囲が異なり，どの
程度効率化できるかを見極めてから利用判断す
る必要があったため，その手間から利用が見送
られることも多く，社内で定着しないという課
題もあった． 
さらに，UI Automatorが新機種に対応する

たびに，AKTに追加開発が必要となるため，
開発期間が長期化し，開発費用もなかなか低減

図3 UI Automator方式 

図２ API方式 
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＊6 ADB：開発用のツールとしてGoogle社から提供されているプロ

グラム．PCからAndroidスマートフォンの制御を行うことがで
きる． 

＊7 AndroidNDK：AndroidアプリケーションをC/C＋＋言語で開発
するための開発キットとしてGoogle社から提供されている．
Java®言語アプリケーションの実行環境を介さずに実行するこ
とができるため，処理速度がはやい．OracleとJavaは，Oracle
Corporationおよびその子会社，関連会社の米国およびその他
の国における登録商標． 

Step1 操作を記録 Step2 操作を再生

AKTAKT

 

できないという運用面の課題もあった． 
⑵AKTの改善 
AKTをより効果的に，より多くの案件で使える
ように，機能の適用範囲を広げる開発を行った． 
①操作シナリオ機能の開発 

初期AKTでは設定できる項目が限定的で
あったため，Androidスマートフォンの操作を
疑似的に再生できる操作シナリオ機能を追加開
発した． 
これは，初めに1台のAndroidスマートフォン
をAKTに接続しキッティング操作を実施する
と，それがシナリオとしてAKTに記録され，
次に複数のキッティング前のAndroidスマート
フォンをAKTに接続してシナリオを実行する
と，最初に接続したAndroidスマートフォンと
同様の操作が自動的に再生される機能である
（図4）． 
この機能については，当初はADB（Android 
Debug Bridge）＊6に具備されているgetevent
（タッチイベントを取得）／sendevent（タッチ
イベントを送付）の利用を想定していたが，検
証の結果，再生の処理速度が遅く，これにより
記録した通りの動作とならないことが判明した．
1つひとつのタッチイベントごとにsendevent
処理が行われることによって内部処理が輻輳し，
sendevent処理が遅延したことが原因だった
（図5⒜）．そこで，内部処理の輻輳を回避する
ために，geteventで取得したタッチイベントを，
sendeventを使用せずにAndroidNDK（Android 
Native Development Kit）＊7を使用してAndroid 

System内に直接書き込む処理に変更した．こ
の変更が再生時の処理遅延を解消し，これによ
り本機能が正しく動作していることが確認でき
た（図5⒝）． 
操作シナリオ機能を搭載することにより，す

べての任意の操作が自動化可能となり，AKT
の利用範囲が大幅に広がった．また，この操作
シナリオ機能は簡単な操作で利用できるため，
難しい操作が苦手な人にとっても扱い易いツー
ルとなった． 

②テキストペースト機能の開発 
続いて，複数のAndroidスマートフォンに異

なる値を自動入力する機能を追加開発した． 
これは，Androidスマートフォンの製造番号

と対応する値をリストとして事前に読み込ませ
ることで，AKTが個体ごとに指定された値を
入力する機能である． 
この機能と前述の操作シナリオ機能を合わせ

て使うことで，個体ごとに設定が必要だった個
人IDの入力などが自動化可能となり，キッ
ティングで必要な，ほぼすべての操作が自動化
可能となった（図6）． 

図4 操作シナリオ機能イメージ 
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AKT ADB

sendevent指示
（1つのタッチイベントごと）

⒜ADB使用時 ⒝NDK使用時

Android 
System

タッチイベントを
デバイスファイルに書き込む

AKT NDK Android 
System

再生用NDK実行ファイル
操作シナリオファイル
をpush

タッチイベントを
デバイスファイルに書き込む

再生用NDK実行ファイル
操作シナリオファイル
を削除

再生完了通知

削除完了通知

同上

同上

同上

sendevent指示

sendevent応答

sendevent応答

sendevent指示

sendevent応答

同上

同上

1つのイベントごとに
sendevent処理が発生し
タイミングが遅延する

getevent指示
（すべてのタッチイベント）

タッチイベントを要求

タッチイベントを取得
タッチイベントを取得

ADB

getevent指示
（すべてのタッチイベント）

タッチイベントを要求

タッチイベントを取得
タッチイベントを取得

完了画面を表示

 

情報B
AAAAAAAAAAAA

MDMのID
DFGTYUIKJUYGFRE

パスワード

製番：35・・・144

情報B
CCCCCCCCCCCC

MDMのID
aforjdielfklcdkrifkd

パスワード

２．テキストペースト機能でテキストを指定する

部署名

BBBBBBBBBBBB

MDMのID
1983726384238920

35・・・・・・・・・・318, BBBBBBBBBBBB
35・・・・・・・・・・110, CCCCCCCCCCCC
35・・・・・・・・・・144, AAAAAAAAAAAA

１．操作シナリオ機能で「部署名」欄にカーソルを合わせる

↓

↓
３．操作シナリオ機能で「MDMのID」欄にカーソルを合わせる

４．テキストペースト機能でテキストを指定する

35 ・・・・・・・・・・ 318, 1983726384238920
35 ・・・・・・・・・・ 110, aforjdielfklcdkrifkd
35 ・・・・・・・・・・ 144, DFGTYUIKJUYGFRE

↓

製番：35・・・318

製番：35・・・110

 
 

③API方式の拡大 
端末製造メーカとも協力し，APIで設定でき
る項目を拡大した．UI Automatorに比べAPI
は機種に依存せず，共通的に利用できることが
多い．UI Automator方式をAPI方式に置き換

えることによって，AKTの新機種対応時の開
発量を最小限にとどめることができ，開発早期
化と開発費低減を実現することができた． 

AKTによる自動化範囲の網羅性を向上させるこ

図5 操作シナリオ機能シーケンス 

図6 テキストペースト機能イメージ 
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とができたことにより，社内でのAKTの利用が定
着した．このことはキッティング作業の稼働削減と
納期短縮，正確性向上に大きく貢献した． 
機能改善により大きな効果を上げることができた
のは，以下の2点がポイントになったと考えられる． 
・現場と根気強くディスカッションをすることで
的確にニーズを把握し，真に必要な機能を見極
めることができたこと． 

・真に必要な機能を開発するために，固定観念に
とらわれず，理想像から新しいアイディアを発
想したこと． 

この2つを徹底することで現在のAKTが出来上が
り，キッティング作業効率化の実現に至っている．
今後は現場のより一層の稼働削減に貢献できるよう，
さらなるAKTの進化を進めていく． 
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